
計画変更の概要について（R7.4.1～） 

第４期医療費適正化基本方針の改正（R6.11）に伴い、「６ 医療費適正化の推進」を以下の通り変更。 

 

Ｐ．３３（４）医療費の見通し 

 

４行目 変更前： ～場合には 4,574 億円となると見込まれる。 

    変更後： ～場合には 4,779 億円となると見込まれる。 

 

５行目 変更前： ～効果を見込まない場合に比べ、30 億円の医療費の抑制効果が～ 

    変更後： ～効果を見込まない場合に比べ、40 億円の医療費の抑制効果が～ 

 

図 医療費の見通し 
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Ｐ．３３（５）１人あたり保険料の見込み 

 

１０行目 変更前： ～達成した場合には、市町村国保で 7,929 円/月（※１）、 

     変更後： ～達成した場合には、市町村国保で 7,914 円/月（※２）、 

 

１１行目 変更前： 後期高齢者医療制度で 8,259 円/月（※）となると見込まれる。 

     変更後： 後期高齢者医療制度で 8,243 円/月（※）となると見込まれる。 

 

１２行目 変更前： 取組による効果を見込まない場合（※１）7,982 円/月 （※２）8,313 円/月 

     変更後： 取組による効果を見込まない場合（※１）7,981 円/月 （※２）8,311 円/月 

 

図 1 人当たり保険料の見込み 
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Ｐ．３５（２）医療の効率的な提供の推進 【後発医薬品の使用促進】 

 

変更前：  

○「石川県後発医薬品使用推進連絡協議会」において、後発医薬品についての情報共有、県民への普

及啓発、フォーミュラリの推進に関する取組等を協議し、後発医薬品の使用促進のための環境整備

を図る。 

 

変更後 

○「石川県後発医薬品使用推進連絡協議会」において、後発医薬品等についての情報共有、県民への

普及啓発、フォーミュラリの推進に関する取組等を協議し、後発医薬品及びバイオ後続品の使用促

進のための環境整備を図る。 

 

 

 

P．３６ 数値目標 

変更前 

目標 
現状値

（R3） 

目標値 

(R11) 

医療の効率的な

提供の推進 
後発医薬品使用割合 82.5％ 

新たな政府目標を
踏まえ、R6 年度中
に設定 

 

変更後 

目標 
現状値

（R3） 

目標値 

(R11) 

医療の効率的な

提供の推進 
後発医薬品使用割合 82.5％ 

数量シェアで 80％
以上、金額シェア
で 65％以上 

 


